首崎
首崎灯台は、この地域にいくつもある太平洋に突き出た陸地の一つの上方、海から120メートルの高さにそびえる急で狭い尾根の端に建っています。トレイルは尾根に沿ってカシワの自然林、マルバダケブキの原、そしていたるところに生えているツバキの間を通り、灯台に向かう最後の登り道にたどり着きます。Headを意味する漢字を使って書かれるこの岬の名前は、朝廷に服従しなかった蝦夷（えみし）という先住民の頭領が斬首され、その頭部が下方の海岸に流れ着いたという少し恐ろしい伝説に由来します。

